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● 「茶番劇」のシナリオには、
チームステップスのツールを
取り込んでください。

● 「悪かったシナリオ」「うまく
いったシナリオ」で展開ください。

● Team STEPPSのツールについては、
ファイル『 Team STEPPSのツール』を参照ください。

● 講習会参加者が計画・立案し
病棟ごと現場研修会「茶番劇」が
開催されます。

● シナリオには、 Team STEPPSの
ツールを取り込んでください。

● 「悪かったシナリオ」をTeam 
STEPPSツールを使用して
「うまくいったシナリオ」に変えて
ください。

● ３病院医療安全講習会はまる１日の研修となります。
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● ローテーションで何度も参加する
研修医が「茶番劇」と命名しました。
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● イントラネット内に、 Team STEPPS の勉強ができる場所があります。ビデオも見れるようになっています。
事前に自主学習が可能な除隊にしています。
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● チームステップスのツールである
Two challenge ruleやSBAR、CUS、チェックバック、
ブリーフ、ハドル、デブリーフなどが、
臨床現場において普通に使用されるように
なるためには、「茶番劇」の舞台が研修の場より、
臨床の場に移り、当然使用すべきツールとして
認識されるようになる必要があります。

● チーム作りの第一歩は額をよせての話し合いです。
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● Team STEPPSのツールについては、
３病院医療安全講習会参加者が
解説します。

● 最近は、チェックバックを
必ず入れています。最も意識して
活用してもらいたいツールです。

● 病棟単位６名程度で行うと
チームの鎖はかなり盛り上がります。

● ビデオを見ないとイメージがわかず
シナリオ作りが困難となります。
初回研修のスタッフが多い場合は、
ビデオ視聴をお勧めします。
当院精神科病棟で行った精神科病棟
ビデオがお勧めで必要者な方は、
医療安全管理部までお問い合わせ
ください。
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● 病棟単位の話し合いですので、
かなりスムースです。

● ３０分では完璧でなく、アドリブが
勝負になります。

● 正直に言ってかなり笑えます。
楽しい研修です。
時間をきびしく守ることで時短が可能に
なりますし、しまります。

● シナリオにはパターンがあります。
多くのツールが盛り込まれます。

● 研修で使ったツールは、実診療の
現場と同じメンバーですから、実際の
場でも使われやすくなります。
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●当初、事前に担当者がシナリオを作成しておき、当日みんなで演技する研修が多く行なわれました。
しかし、この形では「話し合い」が少なくなり、Team STEPPSのツールと戦略も覚えにくくなります。

● 求めるものは、
ＣＲＭ:研修です。

● 笑ってばかりでは
いられません。

● シビアな訓練に
だんだんなります。

● 茶番劇型から
劇場型に
「いったいどうなっ
ちゃうの」見ながら
引き込まれます。
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● 院内にて、緊急対応疾患について、アクションカードを作成すると、より現実的になります。
初期治療を指定して、院内統一とすることも可能です。
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● シナリオとして多く使われるパターンがあります。
この形で多くのツールが盛り込まれます。
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